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]．はじめに 表-1  浚渫土の土質特性 
植生工の中には人工材料を用いたものも多いが，自

然環境を考慮した場合，植生後自然に還元する素材を

用いることが最も望ましいと考えられる． 
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本研究では環境問題やリサイクルをふまえ，植生の

基盤材料に浚渫土と古紙を使用することに着目した． 
浚渫土は，廃棄物処理法による，廃棄物には分類さ

れず，そのまま原材料になりうる建設発生土に分類さ

れるが，品質は低くそのままでの利用は困難である．

また，製紙原料に不向きな古紙も新規分野での利用法

の確立が必要である． 
そこで，印旛沼の浚渫土に，古紙と芝種子を混合さ

せた植生板による植生工法の確立を目指した． 
さらに，屋上緑化や造成地などにおいて，飛散抑制

効果のある植生工法として，浚渫土に芝種子を混合さ

せた植生造粒土に着目し，環境，リサイクルを考慮し

新しい植生工法の確立を目指した． 

       
4．植生板・植生造粒土について 

植生板とは混合土に，種子を混合し板状に作製した

ものである．法面や平面の緑化に用い，軽量であり，

作成，保存，運搬，施工が容易である事が特徴である．

作製方法は，浚渫土と古紙と水をミキサーで混合にし

た後，種子を混ぜ合わせ，大きさ 30cm×25cm の型枠に

投入し，8.5kN/m2の荷重で 3 分間加圧し，脱型したも

のが植生板である．また植生板の板厚は，型枠に投入

する材料の質量により変化させている． 

本報は，浚渫土と古紙を混ぜ合わせた混合土に芝の

種子を入れた植生工の基礎実験について報告する． 
2．使用する材料 
浚渫土：印旛沼の漁船接岸用水路水深確保のため浚渫

した土を一度周辺に盛土した粘土分を使用している． 
浚渫土の土質特性を表-1 に示す． 
古紙：本研究では新聞古紙を使用した．紙を混合する

ことによって保水能力を向上させ，植物性繊維のセル

ロースを利用し，植生板の強度増加，造粒土の軽量化

を図る．古紙のリサイクルは一般的に 4～5 回程度であ

るため，その範囲内の新聞古紙を使用した． 

植生造粒土は，植生板と同じ材料を用いた直径約

10mmにした球状のものである．主に屋上緑化に用い，

特徴として，軽量であり，飛散防止効果がある．作製

方法は古紙混合土を造粒可能な含水比に調整し，湿式

押出し造粒機で円柱状(ダイス径 13mm)に練りだした

試料を 1cm 程に切り，半径 15cm の平板回転式整粒機

に投入し 180rpm で 1 分間回転させ φ10～15mm の造粒

物を作る． 

種子：一年を通して緑ある緑化製品を目標としている

ことから，レッドトップとセンチピードグラスの 2 種

類の芝種を選定した．レッドトップは寒地型芝生で株

状型の多年草であり粘性土への適応性が良く，一方セ

ンチピード派暖地型芝生でほふく茎の多年草である．

更に国際種子検査規程に準じて行った発芽試験結果

よりレッドトップとセンチピードグラスを質量比７：3
割合で混播することに決定した．  

植生板・植生造粒土の最大の特徴は，浚渫土や古紙

などの廃棄物を材料としているため，資源のリサイク

ルや環境を考えたものとなっていること．また，材料

費がほとんどかからないこと，サイズが小さいため運

搬が容易であること，敷くだけ，もしくは蒔くだけで

簡易に施工できるといったメリットも挙げられる．施

工後の維持も基本的には芝が根付くまでの散水と草丈

調節の草刈のみと管理も容易である． 

3．古紙混合土について  
古紙混合土とは浚渫土に古紙を繊維状(シュレッダ

ーで裁断した後，ミキサーで撹拌)にしたものを混合し

たものである．(古紙混合率とは，空気乾燥させた浚渫

土の乾燥質量に対する古紙の質量の割合)  

  

  

  

  

キーワード：浚渫土，リサイクル，緑化 
連絡先：〒275-0016 千葉県習志野市津田沼 2-17-1 千葉工業大学 建築都市環境学科 渡邉研究室 

ＴＥＬ：047-478-0442 

Ⅲ－40 第36回土木学会関東支部技術研究発表会



5．各種試験の概要 
(1)発芽試験 
気温・湿度一定の温室で選定した種子を用い，国際

種子検査規程に準じて行う．また発芽の定義は，芽

が 5mm 以上に達したものとする． 
(2)pF 試験(保水性能力試験)JIS T 151－1990 
本試験では植物の育成には欠かせない保水性能力を

求めた．植物が正常に育成する範囲が pF 値 2.0 から

pF 値 3.0 のため，その範囲で試験を行った(遠心法)．
また，この範囲の含水比の差を含水比幅とする．こ

れが大きいほど保水性能力は高いといえる．図 1~3
に発芽試験と pF 試験の結果を示す． 

(3)野外試験 
実際に夏季・冬季と分けて平面に植生造粒土，斜面

30°に植生板を施工して発芽・生育を観測すること

で，その有効性を検討する．ここでは冬季施工と経

過について報告する． 
6． 結果及び考察 
植生板の発芽試験では板厚が厚くなるほど発芽率が

下がる傾向を示した(図 1)，これは板厚が厚いほど，発

芽に対する抵抗が上がるためだと考えられる． 古紙混

合率別では含水比幅増加による発芽率の上昇はみられ

なかった(図 2)．これは古紙に含まれるセルロースが発

芽の抵抗になっているのだと考えられる．一方 pF 試験

では板厚別で含水比幅に大きな差はみられなかったが，

古紙混合率別では古紙が多く含まれている方が含水比

幅は大きくなる結果となった(図 1，2 参照)． 
以上のことから古紙混合率は高く，板厚は薄いほう

が植物の発芽・育成しやすい状態といえる．しかし吸

水性，保水性，強度等を考慮すると，板厚と古紙混合

率は 7.5mm 19%が適切な条件と考えられる．植生造粒

土も植生板と似た傾向を示し，吸水性，保水性，強度

等を考慮すると，古紙混合率 19％が適しているといえ

る(図 3 参照)． 
室内実験の結果から，植生板(板厚 7.5mm 古紙混合

率 19%)，植生造粒土(古紙混合率 19%)で野外試験を行

った．植生板，植生造粒土ともに，2 ヶ月間観測を続

けた結果，霜焼けを起こしている箇所も多いが，冬の

間でも緑化が確認できた（写真１，2）． 

 
写真 1 植生造粒土             写真 2 植生板 

 施工後，約 2 ヶ月の植生造粒土と植生板(12 月撮影) 

 

図 1  板厚別～含水比幅・発芽率の関係
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図 2  古紙混合率別～含水比幅・発芽率の関係 
図 3 古紙混合率別～含水比幅・発芽率の関係 
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